
野菜類（枝豆、イ
ンゲン、トマト、
ダイコン、ハク
サイなど）

エコファーマー認定のお米を召しあがれ！
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児島　ひかる
（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話・FAX： 0771-68-1055 
E-mail：coco831.order@gmail.com 
web：http://www.cocodeplanters.com

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲 170a 通年 不使用 ● ●

トマト 10a ７～８月 不使用 ● ●

春菊 10a 11月～２月 不使用 ● ●

■ こだわりポイント
・�水稲は自然の力と植物の力を引

き出して、美味しいお米を作っ
ています！

・�野菜は植物性資材肥料 100％の
みで栽培しております。

肥料や農薬に頼らない、自然と
共に歩む農業を目指しています

生き物一杯の田んぼで育てています！



web ： http://hayashi-nouen.petit.cc
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農事組合法人   
　竹井営農組合

（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話： 0771-62-1248 
FAX：0771-62-2419 

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

特別栽培米 1,300 a 9月～12月 5割減 ● ● ●

加工用米 240 a 9月～12月 ● ●

黒大豆 150 a 12月～2月 農薬3割減

小豆 40 a 10月～12月 農薬5割減

もち米 50 a 10月～12月 ●

■ こだわりポイント
・�水稲は、エコファーマー、

特別栽培など環境に配慮
した栽培をしています。

・�たい肥、米ぬかの施用、
冬季湛水により、田んぼ
にはカエル・ミミズ・野
鳥がたくさんきてくれま
す。

・�黒大豆は摘芯栽培・高う
ね耕起により収量アップ
を目指しています。

ホタルとびかう水明の郷

丹波の黒豆（2Lサイズ手選別品） コシヒカリ  特別栽培米



38

野村　章二
（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話・FAX：0771-62-2630  

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

特別栽培米 80a 通年 ５割減 ● ● ●

伏見甘長
とうがらし ３a ６月～11月 ３割減 ●

新羽二重糯 ５a 通年 農薬不使用 ● ●

■ こだわりポイント
・�新羽二重糯では稲木架けによる自

然乾燥、冬期湛水を行っています。

・�新羽二重糯は合鴨農法で栽培して
います。

合鴨農法で生産した安心安全な
お米を是非、ご賞味下さい！

冬季湛水中のほ場



品種

6a
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美山自然農法の会
（京都府南丹市）

■ 連絡先
電話：0771-76-0017  

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲 250a 通年 不使用 ●

■ こだわりポイント
・�水稲は自然農法による栽培として

おり、化学農薬・化学肥料は使用
していません。

・�地域資源を活かして堆肥を製造し
配布するなど循環型農業を進めて
います。

・�代かき直後に浮遊する雑草や種を
除去するほか、植付後は機械除草
を行っています。

・�冬季湛水による生物多様性の向上をめざしています。
・�H29 京都府農地・水・環境保全向上対策協議会優良組織表彰＜環境保全型

農業部門＞京都府農地・水・環境保全向上対策協議会長賞

有機農業を推進し安心・安全
そしておいしい農産物を提供
しています

消費者との交流
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農事組合法人
　樂農庵

（京都府京丹波町）

■ 連絡先
電   話：0771 ー 87 ー 0051 
E-mail：rakunouann@daddy.zaq.jp 

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

山の芋 50a 11月～5月 6割減 ○ ○

小　豆 500a 12月～1月 2割減 ○

■ こだわりポイント
・�山の芋栽培でエコファーマー認定

を受け環境への配慮を行っていま
す。　　

・�牛糞堆肥による土作りや有機質由
来のぼかし肥料を積極的に使用し
ています。

・�血沸き肉躍る ｢樂｣ ステータスで
栽培に勤しんでいます。

・�ガキ百姓ながら・・・土の声、作
物の囁きを聴ける耕作者を目指し
ています。

安心作物・安全作物に
こだわってます。

一つ一つ丁寧に出荷しています


